
① ② ③ ④ ⑤

株式会社Amnak（兵庫県養父市）

①ロボットトラクタによる自動走行（準天頂衛星測位システムによる高精度測位）
②ICT田植機による自動直進走行 ③ドローンによる農薬肥料散布　④無線遠隔
草刈機による急傾斜法面の草刈 ⑤食味収量測定コンバインによる収量・品質の可視化　など

導入技術

○ 水稲10aあたりの全算入生産費を現状より13%削減します。労働時間を20％削減します。
○ 平均収量を40％増加し、全収穫米の10%で等級「特等」を目指します。

目　　標
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○2年間の実証成果をホームページ等に掲載し、周知を行う。
○ドローンや無線遠隔草刈機を活用し、作業受託のモデルを確立し、スマート農機を近隣農家にも身近なものと認識
してもらうことで、認定農業者・集落営農組織が導入しやすい体制を整える。　

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

※衛星17機の補正信号を用いる方式

●刈払機とウィンチ式無線遠隔草刈り機の年間作業を比較した
結果、令和2年度の10a当たり作業時間はウィンチ式無線遠
隔草刈り機が約38%減少した。

実証成果

●導入前と令和２年度の作業効
率を比較し、ICT田植機の導
入で約50％作業時間が減少
した。

●ＩＣＴ田植機、農薬肥料散布用ドローン、無線遠隔草刈機によ
り、水稲の作期全体の労働時間が約52％削減(19.44時間
/10a→10.16時間/10a)

〇農薬肥料散布用ドローン、無線遠隔草刈機等により、水稲の作期全体の労働時間が約52％削減(従前：19.44時間
/10a→令和元年度：16.94時間/10a→令和２年度10.16時間/10a)※ただし、令和2年度は水管理作業を地域農
家に委託。（令和元年度水管理4.2時間/10a）

〇酒米は刈取時期に雨天が重なり、倒伏が進んだため、収穫量・品質ともに目標を達成できなかった。もち米の収穫
量は目標を達成した。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 養父市役所（国家戦略特区・地方創生課）　e-mail:tokkusousei@city.yabu.lg.jp

持続的営農を目指した山間部水田作地域におけるスマート農業の実証実証課題名

13.1ha（水稲13.1ha）　実証面積：水稲12.2ha経 営 概 要

※令和３年度３月時点

導入前①

1.5時間

項目

ＩＣＴ田植機
導入後②

0.7時間

差(①-②)

△0.8時間
2.0時間農薬肥料散布ドローン 0.2時間 △1.8時間
8.8時間除草作業 3.4時間 △5.4時間
7.1時間その他 5.9時間 △1.2時間
19.4時間全体 10.2時間 △9.2時間
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ウィンチ式無線遠隔草刈り機

※

●山田錦の耕起・粗代作業では、作業時間を導入前よりそれぞ
れ30％と45%効率化。
●中山間地水田における準天頂衛星測位システムのCLAS方式
の測位精度の評価を行った。山際の農地でも衛星を捕捉し、
測位精度とFix率が向上した。

★

① ③ ④ ⑤

（農）赤松ハウス柿生産組合ほか（奈良県五條市、下市町）

①遠隔制御除草機　②スピードスプレイヤー　③遠隔制御運搬機
④アシストスーツ　⑤生育環境モニタリングシステム など

導入技術

スマート技術の導入による、労働力の15%程度節減、および良品質柿の収量の3～8%向上目　　標
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導入技術の効果

●操作の習熟で、スーツ未使用時
と同程度の速度での作業が可能。
●疲れによる作業時間の増加が
抑えられる傾向がある。
●作業の負荷は腰ではなく太腿
にかかる。また、ウインチによ
る持ち上げ補助は負担軽減効
果が大きい。

●灌水頻度が少ないハウスは成熟が早い代わりに収穫量が少な
く、多いハウスは逆の傾向となることが示され、出荷時期の調
節および収穫量の向上に向けた契機が得られた。

●遠隔除草機の操作に習熟することで、作業時間がR1年度から
30％削減され、最終的には慣行法と比較して92％効率化（準
備作業を含む作業時間では約75%の効率化）。

●栽培管理システムの導入により、灌水や圃場確認をWEB経由
で行えるようになり、ハウス栽培の労働時間が約27%削減。

実証成果

〇ハウス栽培では、栽培管理システムの導入により作業時間を約27％削減（347時間/10a→254時間/10a、栽培管
理様式の違いも含む値）された。品質および収量に関しては、収穫の約半年前の気温管理、灌水頻度の管理が出荷
時期・出荷量の調整に繋がる可能性が示唆された。

○露地栽培では、スマート農機の使用により作業時間を6％削減（263時間/10a→247時間/10a）された。また、ス
ピードスプレイヤーの使用で良品質柿の収量が10%（収入換算で17％）向上した。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 五條吉野土地改良区　（e-mail：gy-tochi＠khaki.plala.or.jp）

先端技術導入による中山間地域の特産品生産スマート化への展開実証課題名

5.5ha（露地3.8ha、ハウス1.7ha）　うち実証面積：露地0.3ha、ハウス1.7ha 経 営 概 要

事業終了後の普及のための取組
○データを今後も蓄積し、環境データと成熟度データ、および収穫量の分析を進める。これにより、栽培管理システム
の完成度を高め、より緻密な出荷時期の調整および更なる生産品質の向上に取り組む。

○五條吉野土地改良区が中核となって保守運用体制を構築し、地域でのスマート農機のシェアリングを押し進め、ス
マート農機使用の定着に取り組む。　また、県内外からの視察を幅広く受け入れ、スマート農業の普及に貢献する。

○栽培管理システムを応用した、さまざまな地域で利用可能な汎用性のあるカキの収穫適期予測モデルの構築を試みる。

web画像に写る果実を
AIを用いて成熟度判定
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刈払機 遠隔除草機 遠隔除草機（熟練・R2）
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ハウス内
日射量計

日射量計

wifiルータ

巻き上げ
確認カメラ

ハウスモニタリングシステム概要（栽培管理システム）

自動巻き上げ 雨量系

気象センサー
気温・温度・気圧

重油計

電波強度減衰回避のため
ハウス外からwifi延長

土壌センサー
（1本の木の周りに5個）

柿モニタリング
カメラ

アクセス
ポイント

環境監視システム
遠隔灌水システム

2: ふつう
3: ややきつい
4: きつい
5: 非常にきつい
図中の数値は平均値

身体負荷評価シート（加藤等, 1999）を使用
近畿大学農学部倫理規定承認番号 2019-8

使用時　　2.15±0.55
未使用時　3.46±1.33

使用時　　2.00±0
未使用時　3.00±1.22

使用時　　3.46±1.27
未使用時　2.46±0.97

使用時　　2.00±0
未使用時　2.77±1.09

使用時　　2.15±0.55
未使用時　3.06±1.32

使用時　　3.46±1.27
未使用時　2.38±0.96

使用時と未使用時の間で有意差あり

有意に負荷減少
有意に負荷増加

タイプAハウス
収穫可能判定果実数

タイプBハウス
収穫可能判定果実数

早い

遅い

収穫量：4.062kg/10a

収穫量：3.303kg/10a ハウスA 灌水頻度
2.9回/月

ハウスB 灌水頻度
4.0回/月

成熟度と環境データ、収穫量などの関係をAIで解析
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